


25.4℃（7 月 4 日），-0.4m で 25.2℃（7 月 4 日）を示

した。また，底質温度から推定した各地盤高の干出時間

は，D.L.+0.4m，+0.2m および±0cm でそれぞれ 16 時間

52 分(±115 分)，8 時間 45 分(±51 分)および 1 時間 4

7 分(±24 分)であり，干出時間が長くなるほど底質温度

も上昇し，分枝数が少なくなることが明らかになった．

ここでは示していないが，地盤高の異なる天然コアマモ

場においても同様な傾向を示した。 

 

２．コアマモの地下茎分枝に及ぼす底質性状の影響  

最も栄養株の分枝数の多い，D.L.-0.2m の実験区画に

おける底質毎の栄養株数の経時変化を図 4 に，各底質の

性状を表 1 に示した。栄養株の分枝は，砂質ではほとん

ど認められなかった。一方砂泥質および泥質の分枝数は

9 月 22 日までにそれぞれ 74.0±18.2 および 14.7±5.7 で

あり，各底質間で分枝数に有意な差が認められ，砂質，

泥質，砂泥質の順に高くなった。この原因として，底質

の栄養塩含有量と還元物質の影響が考えられた。アマモ

と比較して地下部の割合の多いコアマモは，成長には地

下茎からの栄養塩の吸収に依存することが考えられる。

そのため砂質よりも有機物含有量および間隙水中の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養塩濃度の高い砂泥質と泥質のほうが成長が良好であ

り，地下茎分枝が多いことが考えられる。一方，砂泥質

と泥質については，還元物質である AVS の影響が考えら

れる。一般に過剰な AVS は，毒性が高く，生物の成長に

影響を与えるといわれている。そのため，有機物の含有

率の高い泥質のほうが，AVS が高くなり，地下茎分枝を

阻害したことが考えられた。以上より，コアマモの地下

茎分枝と地盤高と底質の関係が明らかになり，今後のコ

アマモ場造成に向けて，移植先の水深や底質を決定する

ために有用な知見が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4． 底質毎の栄養株による株数の経時変化 

（DL-20cm）（2009 年 5 月～9 月） 
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表 1． コアマモ生育実験に用いた各底質の性状 

地盤高

泥質 DL -0.2m 0.140 ± 0.024 21.14 ± 0.48 2.70 ± 0.063 0.356 ± 0.013 0.070 ± 0.003

砂泥質 DL -0.2m 0.026 ± 0.001 2.92 ± 0.14 0.50 ± 0.018 0.203 ± 0.004 0.037 ± 0.001

砂質 DL -0.2m 0.006 ± 0.001 1.16 ± 0.12 0.24 ± 0.026 0.103 ± 0.003 0.015 ± 0.001

間隙水DIPAVS TOC TN 間隙水DIN

（mg-P･L-1
）（mg･g-1-dry） （mg･g-1-dry） （mg･g-dry） （mg-N･L-1

）


